
「感じ」「動き」「かわる」…田平東小は今年度創立１５０周年！ 

 

 

 

平戸市立田平東小学校 学校だより 令和 6年９月２４日 文責：校長 森川 稔 

 

町内の田平中学校から職場体験学習として，本校卒業生の 2年生 T.N さんが来まし

た。子どもたちに関わる仕事に興味があるということで本校での体験学習を希望したそう

です。初日は，全校朝会で自己紹介とあいさつをしたあと，さっそく教室で授業に入り，

子どもたちに優しく接しています。本校にきょうだいもいて，馴染みのある子もいます

が，学校の先生のように授業のサポートや給食のお世話，昼休みの遊びなどいろいろな場

面に関わってくれるのでみんな楽しそうでした。あっという間の 3日間でしたが，中学

校に戻っても，この経験を大切に，夢を持ち続けてがんばってほしいと思います。 

 

先週水曜日（１８日）に４年生は社会科「自然災害に備える

町づくり」の学習で，平戸市役所の見学に行きました。まず担

当の方から，災害の種類，災害が起きた時の取り組み，災害

を防ぐ取り組みについてお話をしていただきました。 

子どもたちは，災害の種類の中に，テロや交通事故なども

含まれることに驚いた様子でした。災害が発生したときには，

一番に自分の命を守ることを考えることや，日頃から災害に

対する一人一人の意識が大切であることを学びました。 

 次に，市役所の中を見学させていただきました。防災無線を

実際に操作していただき，その中で女性の声と男性の声を

使い分けていることに気づきました。災害などの緊急の時は，

男性の声で放送しているということで，みんな納得の様子で

した。屋上では，雨量を計る機械などを見ました。屋上から見

た平戸の景色も印象に残っていたようです。 

 

 



２年生は食育活動の一環として，JA 青年部田平支部と北松農業高校のご協力のもと，北松農

業高校の畑でさつまいものつる返しをしました。 

５月にいもさし体験をしましたが，４カ月の

間に大きくつるが伸びていました。大きなおい

もができるようにと，根が出ているつるを，地

面から剥がして真ん中の葉の上に乗せまし

た。子どもたちは汗をかきながら一生懸命に

つるを上げていました。収穫が楽しみです。 

 

教科書やインターネットの情報や画像でも学習を進めることはできますが，やはり自分の目で見

て手で触れて「本物にふれる」学習が，子どもたちのよりよい学びにつながります。来週は３年生

が町内のスーパーマーケットに見学に行く予定です。 

 

 

2 学期に本気で取り組む生活面，学習面の項目，２週間を重点期間として 

各学年で振り返りをしながら定着を図ってきました。2週間の全校の取組状 

況（自己評価）は以下のとおりです。 

＊赤文字…最高達成率 （ ）…2週間（２～１３日）の平均 数字は％ 

 

【生活面】 

・清潔なハンカチ，ティッシュの準備…８７（７９．１） 

・早寝，早起き，朝ごはん，歯磨き…８５（７７．５） 

・履き物をそろえる…９５（８９．７） 

・自分から元気にあいさつ…９８（９１．２） 

 

【学習面】 

・下敷きの準備，授業で使用…９４（８７．９） 

・前日に次の日の準備…９４（８８．１） 

・筆箱の中身…９５（８８．１） 

 

9 割以上の達成を継続するという目標には届きませんでしたが，ご協力のおかげで，数

値の面では一週目より二週目の達成率が向上しました。予定していた 2週間の重点取組が

終わり，全校での集約はいったん終了しますが，上記の内容は，「「当たり前のことを当たり

前にしましょう」「学習のスタートをそろえましょう」というお子さんのよりよい学びの環

境づくりに直結します。大切なことは，重点期間だけでなく，「継続」していくことです。

今後とも引き続き保護者の皆様のご協力をお願いします。 

 

田平東小ＨＰはこちらから→ 


